
日本基督教団 八ヶ岳伝道所 主日礼拝  NO.1145  2020 年 11 月 8 日 

牧師  山本護    奏楽 山本恵美  第一部礼拝  司式  竹内雅子   9:30~10:30 

※讃美は二番まで歌います                第二部礼拝   司式  清水由可  11:00~12:00                                                             

前  奏 黙想 

讃 美 歌  79 ほめたたえよ、つくりぬしを 

祈  禱 

聖  書 イザヤ書 35:5~6 

          マタイよる福音書 11:2~6 

讃 美 歌 259つみのやみ われにせまりて 

説  教  『大丈夫、道備えされているから』 

祈  禱 

讃 美 歌  385 うたがい迷いの 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 542 世をこぞりて 

祝  禱  

後  奏 ※信仰告白は当面のあいだ省略します 

 イエスよりやや年長の洗礼者ヨハネ。ヨハネは母の胎にある時から聖霊によって(ﾙｶ 1:15)イエスの

「道備え」をする役割を与えられていた(1:17)。長じてイエスに巡り会うと(ﾏﾀｲ 3:13)、即座に「わた

しこそ、あなたから洗礼を受けるべきなのに(3:14)」と応じた。それほどにイエスを深く知っていた。 

 ところが入獄させられると疑いが生じた。とはいえイエスによる奇跡を伝え聞くと(11:2)、いや本

物か、とゆり戻る。そして弟子を送って問う。「来るべき方はあなたでしょうか。それとも、ほかの方

を待たなければなりませんか(11:3)」。彼はイエスをして「およそ女から生まれた者のうち、洗礼者ヨ

ハネより偉大な者は現れなかった(11:11)」とまで言わしめた人物だが、いったい何を迷っているのか。 

 洗礼者ヨハネは言った。「わたしは、悔い改めに導くために、あなたたちに水で洗礼を授けているが、

わたしの後から来る方は、わたしよりも優れておられる。わたしは、その履物をお脱がせする値打ち

もない。その方は、聖霊と火であなたたちに洗礼をお授けになる(3:11)」。これほどのキリスト理解は、

聖霊の働きによるもの。すなわち「啓示」を受けての認識だが、ヨハネは獄中で揺れ動いていた。 

 洗礼者ヨハネはメシア(ｷﾘｽﾄ)の道備え役として、「天の国は近づいている(3:2)」ことを告げ、人々に

悔い改めの洗礼を授けていた(3:6)。であるにも係わらず、天の国(神の支配)が到来する時に一掃され

るはずの悪や不正はまかり通り、神の御旨を告げていた自分は入獄させられている。「もしかするとメ

シアが現れる天の国はまだ遠いのか」。これは道備えに命を懸けるヨハネにとって、生涯を棒に振るよ

うな疑念であった。「あの方はメシアではないのか、いやしかし、奇跡を行っているではないか」。 

 イエスはヨハネの問いに、見聞きしていることをそのまま伝えよ、とヨハネの弟子に答えた(11:4)。

つまり「目の見えない人は見え、足の不自由な人は歩き、らい病を患っている人は清くなり、耳の聞

こえない人は聞こえ、死者は生き返り、貧しい人は福音を告げ知らされている(11:5)」現実を伝えよ、

と。そしてヨハネの不安を察し、「わたしにつまずかない人は幸いである(11:6)」と付け加えた。 

すでに伝え聞いている癒しや甦りの奇跡(11:2)、ここに集中せよ、と語ったのか。いや預言者の言

葉を想起させたのだろう。すなわち「そのとき、見えない人の目が開き、聞こえない人の耳が開く。

そのとき、歩けなかった人が鹿のように躍り上がる。口の利けなかった人が喜び歌う(ｲｻﾞﾔ 35:5~6)」。 

伝統的な教えの本質を受け継ぐヨハネにとって、預言者の言葉は「喝」として効いたはずだ。獄中

にあってヨハネは、これで安堵したことだろう。イエスの道備えという己が使命を果たし尽くして。 

「わたしにつまずかない人は幸いである(ﾏﾀｲ 11:6)」。イエスは粗末な飼い葉桶に生まれ、おぞまし

い十字架で死んだ。飼い葉桶は貧しさを示すが、「貧しい人は福音を告げ知らされている(11:5)」。十

字架は死を表すが、「死者は生き返る(11:5)」。そうだ、神の愛はすでに、病や貧しさや死の内にあっ

てそれらに打ち克っている。とはいえ、洗礼者ヨハネでさえそれが見えずに迷ったのだから、私たち

にはなおさらのこと。だから私たちは、問い、祈る。すると聖霊によって、絶妙な「喝」を受ける。 

劇的な 四の五の言わせぬ奇跡はむしろ少ない 大抵はさりげなく 私たちは転換させられている 

生涯の内には嵐のような喝もあるだろう 日常の絶妙な喝ならいいのだが 聖霊がそよ風ならば 

11/14(土)1:30～3:00聖書研究会。11/21(土)1:30～3:00 メディカル・カフェ開催。11/22の礼拝は

長崎哲夫牧師が説教。今年の待降節は 11/29日から始まります。牧師の動き:聖研と教誨の準備など。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


